
 

 

授業実施前の留意点 

① 児童生徒が密集する運動や児童生徒が近距離で組み合ったり接触したりする場面が多い運動については、地

域の感染状況等を踏まえ、安全な実施が困難である場合、当面実施せず、年間指導計画の中で指導の順序

を入れ替えるなどの工夫をする。 

② 体育の授業に関し、医療的ケア児及び基礎疾患児の場合や、保護者から感染の不安により授業への参加を

控えたい旨の相談があった場合等は、授業への参加を強制せずに、児童生徒や保護者の意向を尊重する。 

③ 地域の感染状況を踏まえ、体育の授業は、熱中症事故の防止に留意しつつ可能な限り屋外で実施する。その

際、児童生徒が集合・整列する場面を避けるなどの工夫をする。体育館など屋内で実施する必要がある場合

は、呼気が激しくなるような運動を行うことは避ける。また、体育館等のドアを広く開け、こまめな換気や消毒

液の使用（消毒液の設置、児童生徒が手を触れる箇所の消毒）など、感染拡大防止のための防護措置等を実

施する。 

④ 児童生徒の健康状態を把握し、体調が優れない児童生徒の体育の授業への参加は見合わせる。授業を見学

する児童生徒については、マスクを着用させ、児童生徒間の距離を１～２ｍ以上確保する。ただし、気温が高

い日などに屋外で授業を見学する場合は、マスクを着用した児童生徒が熱中症にならないよう、日陰で見学

させたり、必要に応じてマスクを外し、他の児童生徒との距離を２ｍ以上確保したりする。 

⑤ 教師は、原則として体育の授業中もマスクを着用する。ただし、児童生徒への指導のために自らが運動を行

う場合などは、マスクを外すことは問題ない。なお、マスクを外す際は、不必要な会話や発声を行わず、児童

生徒との距離を２ｍ以上（ランニングなどで同じ方向に動く場合は更に長い距離）を確保する。 

⑥ できるだけ個人の教材教具を使用し、児童生徒同士の貸し借りはしない。器具や用具を共用で使用する場合

は、使用前後の適切な消毒や手洗いを行わせる。 

⑦ 体育の授業におけるマスクの着用については必要ないが、体育の授業における感染リスクを避けるために、

今後、学校の教育活動を再開していくにあたっては、児童生徒及び教職員の感染リスクを可能な限り低減するこ

とが必要です。学校における新型コロナウイルス感染症対策等については、国や県からガイドラインや Q&A 等に

おいて、留意事項が示されていますが、本事務所保健体育班では体育について抜粋し目安をまとめました。各学校

等様々なご対応をされていることと思いますが、本文を参考に感染症対策に努めていただきたいと思います。 

 なお、本文は令和２年５月２６日時点での最新の情報に基づき作成しました。今後新たな情報が得られた場合に

は随時見直しを行ってまいります。 
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児童生徒の間隔を十分確保する。 

⑧ 水泳については、「今年度における学校の水泳授業の取扱いについて」【事務連絡（令和２年５月２２日）】を参

照する。 

 

授業中の留意点 

① 体育の授業前にマスクを外してから授業後にマスクを着用するまでの間、児童生徒間の距離を２ｍ以上確保

するとともに、ランニングなどで同じ方向に動く場合は更に長い距離を確保する。また、児童生徒が教え合う

場面では互いの距離を２ｍ以上確保するとともに、児童生徒に不必要な会話や発声を行わないよう指導す

る。併せて、体育の授業の前後に手洗いをするよう指導する。 

② 体育の授業において、軽度な運動を行う場合や児童生徒がマスクの着用を希望する場合は、マスクの着用を

否定しない。ただし、運動時にはＮ９５マスクなどの医療用や産業用マスクではなく、家庭用マスクを着用する

よう指導する。また、マスクの着用時には、例えば、呼気が激しくなるような運動を行うことを控えたり、児童

生徒の呼吸が苦しい様子が見られる場合は、必要に応じてマスクを外し、他の児童生徒との距離を２ｍ以上

確保して休憩させたりする配慮を行う。 

③ マスク着用時はのどが渇かなくても定期的に水分補給する等、特に熱中症に注意する。 

④ 一斉臨時休業及び春季休業期間において、運動不足となっている児童生徒もいると考えられるため、当面、

体育の授業開始時には準備運動を十分に行うよう留意する。 

 

授業後・その他の留意点 

① 様々な場所にウイルスが付着している可能性があるので、外から教室等に入る時は、こまめに手を洗う。ま

た、手を拭くタオルやハンカチ等は個人持ちとして、共用はしないように指導する。 

② 基本的には、流水と石けんで手洗いを行い、流水で手洗いができない場合には、アルコールを含んだ手指消

毒薬を使用する。 

③ 多くの児童生徒等の触れる場所（教室等やトイレのドアノブ、手すり、スイッチ他）や共用の教材・教具・情報

機器などを、１日１回以上、消毒液（次亜塩素酸ナトリウム ）で適切に消毒する。 

④ 児童生徒等が、新型コロナウイルス感染症及びその感染予防対策について正しい知識を身に付け、自ら感染

のリスクを避ける行動をとるこができるよう、指導資料※等を活用し、発達段階に応じた指導を行う 。 

※『新型コロナウイルス感染症の予防～子供たちが正しく理解し、実践できることを目指して～』 

（令和２年４月 文部科学省） 

https://www.mext.go.jp/a_menu/kenko/hoken/08060506_00001.htm 

⑤ 各学校においては、当面の間、新型コロナウイルス感染症対策にあたる対策本部を設置し、学校全体で感染

対策に取り組む体制を整備する。 

 

https://www.mext.go.jp/a_menu/kenko/hoken/08060506_00001.htm
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【先生方へ】この資料は、学校体育指導資料第３８集＜小学校編＞をもとに作成しました。千葉 

           県教育振興部体育課のHPから指導案を見ることができますので、ご参照ください。 
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